








































男子選手は M- 数字、女子選手は F- 数字にて示している。ほとんどの
選手が1回目の測定結果より2回目の測定結果において単位ピークパワ
ーが増大する傾向を示している（図1）。また、ピークタイムについて
も短縮傾向を示している（図2）。さらに、種目特性（ここでは競技距
離）において特異的な傾向が見られるが、運動時間の規定を今後検討し
た上で詳細に分析する事が重要だと思われた。
4． まとめ
　今シーズンより、生理的応答変化だけでなく無酸素運動時のパワーの
測定を行い、トレーニング効果の評価方法の1つの材料として本測定を
行った。競泳において生理的応答の評価が主な評価手法として一般的に
用いられているが、無酸素運動時のパワー測定の有効性が見られた。今
後、自転車エルゴメータ運動での測定を継続的に行っていくが、将来的
には実際の泳ぎといった水中運動での測定も検討していくことが競技の
専門性を考えた場合に必要なことであると思われる。
図1　単位ピークパワーの変化 図2　ピークタイムの変化
